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午後３時００分開会 

○委員長  定刻になりましたので、ただいまから第

１０回足立区教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の出席委員数は定足数であります。よって、

会議は成立しています。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○委員長  初めに、会議録署名委員の指名をいたし

ます。 

 本日の会議録署名委員に、青木委員、花岡委員

を指名いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○委員長  本日は、日程第１から日程第５の議案に

つきましては、足立区教育委員会会議規則第

１４条第１項のただし書きによる非公開とする議

案でありますので、非公開の会議としたいと思い

ます。 

 本日の全ての議案につきまして、非公開とする

ことに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 ありがとうございます。全員挙手でありますの

で、日程第１から日程第５の議案につきましては、

非公開とさせていただきます。 

 傍聴の方には、大変申し訳ございませんが、議

場より退出をお願いいたします。よろしいでしょ

うか。 

―――――――――◇―――――――― 

（傍聴人退出。ここから非公開） 

―――――――――◇―――――――― 

第５４号議案から第５８号議案を審議 

―――――――――◇―――――――― 

（非公開を解除） 

○委員長  それでは、続けて報告事項に入りたいと

思います。 

 きょうの報告事項は４件ありますが、１件ずつ

報告をお願いしたいと思います。質疑応答は一括

して最後、時間をとりたいと思います。 

 まず最初に、１について絵野沢学校適正配置担

当課長よりお願いいたします。 

○学校適正配置担当課長  それでは資料の１３ペー

ジをごらんください。 

 件名、所管部課名は記載のとおりでございます。

平成２５年８月に策定しました鹿浜地区及び江北

地区の適正規模・適正配置実施計画（案）につき

まして、地域の町会、自治会、連合会、開かれた

学校づくり協議会、そして保護者の皆様に対して

説明会を実施したものについての報告でございま

す。 

 （１）説明会の日程については、記載のとおり

でございます。 

 （２）説明会での主な意見等ということで、ま

ず鹿浜地区でございますが、最初の部分は、小学

校なのですが、統合について反対ではないが、

１年半で間に合うかどうか心配だ。統合の手続に

ついて、教育委員会の考えを明確にしてほしい。

中学校ですが、中学校の標準服は公費補助ができ

るならお願いしたい。通学路の安全を考えてほし

い。統合地域協議会の日程を早く組んでほしい。

跡地利用はどうなるのか。こういったご意見いた

だきました。 

 同様に、江北地区でございますが、学校用地と

して都住の建てかえによる空地の活用を再検討で

きないか。学校選択制度がある以上、学区域内の

居住人数が少ないから統合しますと言われても、

それについては納得ができない。学区域外から通

学している子どもたちのことも考えてほしい。高

野小学校についてですが特別支援学級の通学につ

いて考えてほしい。統合校を、高野小学校より面
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積の狭い江北小学校にするという計画だけでも、

江北小学校に隣接する土地を買い増すことはある

のか。避難所はどうなるのか。その他の意見をい

ただきました。 

 今後の方針でございますが、学校の適正規模・

適正配置は、保護者の皆様や地域の理解と協力が

最も重要であるというふうに考えておりますので、

今後も丁寧かつ、わかりやすい説明を行っていく。 

 そして、来年度、平成２６年度入学者に対しま

しては、あさってですが、１０月９日に上沼田小

学校、学校公開が開催されますので、順次、説明

会の席上で今回の適正規模・適正配置の計画につ

いて説明をさせていただくことになっております。 

 補足でございますが、鹿浜地区の小中学校にお

きましては、地域の皆様が両手を挙げて賛成では

ないが、子どもたちが少なくなっているという状

況は理解しているというご意見をいただきました

ので、あさって１０月９日と翌日１０日に統合地

域協議会の立ち上げに向けた準備会を早速開催す

る予定をしております。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございました。では、続けて

２の学校事故報告について、宮澤教育指導室長よ

り、お願いいたします。 

○教育指導室長  私からは、学校事故報告９月分に

ついて説明をさせていただきます。１４ページを

ごらんください。 

 まず、事故状況でございます。管理下のものが

１件、管理外１件、合計２件でございます。 

 ２の事故内容、１点目が交通事故でございます。

これは、曲がってきたライトバンの左ドアに左腕

と自転車が接触して横転、右腕を打撲したもの。

これは、小学校の管理外でございました。 

 （２）休憩時間、放課後等の事故でございます

が、夏季休業中、野球部の練習中に熱中症の症状

を発症しました。応急手当をして大丈夫だという

ことで、再び練習に参加しましたが、部活動が終

わった後に再び発症して救急搬送されたというも

のでございます。 

 ３、各学校への事故防止の指導でございます。

まず、１の交通事故防止、これにつきましては、

学校管理の内外を含めた事故発生状況を踏まえ、

子どもたちに正しい交通マナーを具体的に指導し

ていきます。また、家庭等への注意喚起も行いま

すように、努めてまいります。 

 （２）部活動の事故防止でございます。夏季休

業中、あるいは９月中、かなり暑い日がありまし

た。こういったときには健康観察を十分行うとと

もに、天候、気温、活動、場所あるいは内容、こ

ういった状況を考えながら、無理な行動をせずに、

水分補給あるいは体調管理、休憩、そういったと

ころも検討しながら、適切な対策を講じるよう指

導してまいります。 

 今後の方針でございます。特に、交通安全指導

の充実ということでは、自転車の交通安全利用Ｄ

ＶＤなどの活用について周知します。交通ルール

の遵守と正しい交通マナーへの意識を高め、交通

事故の防止に努めてまいります。 

 私からは、以上でございます。 

○委員長  ありがとうございました。次に、３、足

立区待機児童解消アクションプランの改定につい

て、鳥山保育計画課長より、お願いいたします。 

○保育計画課長  １６ページをお開きいただきたい

と思います。件名でございますが記載のとおりで

ございます。今年の４月の各地域におけます待機

児童の状況、また保育需要等の分析結果に基づき

まして、昨年８月に策定いたしましたアクション

プランを改定したものでございます。 

 まず、分析をいたしまして、解決すべき課題と

して上がったのは５点でございます。 

 １点目は、フルタイムの世帯の待機児童でござ

いますが、５７名ということでございました。昨
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年に比べて１１名減少しておりますが、いまだフ

ルタイムの方の解消はできなかったというのが

１点でございます。 

 ２点目が、４月１日現在で足立区全体での受け

入れ児童の数でございますが４４４名ございまし

た。待機児童が２９４ということで、受入可能数

が上回っていた点が２点目でございます。 

 ３点目でございますが、近年大規模開発されて

おります地域の保育需要ですが、これについては、

１５％から１６％まで伸びているという状況があ

りました。これまでの大規模開発が行われている

地域では、開発戸数の１０％というふうに経験的

には数字を出してきたところでございますが、近

年の開発はそれを上回って保育需要が出てくると

いう状況でございます。 

 ４点目でございますが、日暮里・舎人ライナー

沿線、それから、つくばエクスプレス沿線、そう

いったものに伴います土地区画整理事業など、ま

ちの整備が進んでいるような地域につきましては、

保育需要が伸びているという傾向がございます。 

 ５点目でございますが、待機児童実態調査を行

った結果、認可保育園のみしか申し込んでいない

保護者の３４％が認可保育園以外の保育サービス

をあまり知らないと答えていらっしゃる。この点

が５つ解決すべき課題だというふうに分析をいた

しております。 

 ２番目でございますが、保育需要の動向でござ

います。就学前人口につきましては、昨年と今年

の４月１日現在で比較いたしますと１０５名の減

ということで、ほぼ横ばい状態でございました。

一方で、保育需要につきましては、右肩上がりと

いうことで、今年４月１日の保育需要率の３５．

３％ということになってございます。 

 今後も人口は横ばいだと考えておりますが、保

育需要につきましては、今後も右肩上がりではな

いかということで、２７年４月現在では３８％に

なるだろうというふうに予測をしておるところで

ございます。 

 めくっていただきまして、１７ページでござい

ます。 

 保育分類状態に基づきまして施設整備の基本的

な考え方をまとめてございます。認可保育園につ

きましては、大規模開発それから沿線開発等によ

り全年齢にわたりまして、相当多数の保育需要が

集中している地域につきましては、認可園を設置

いたします。 

 また、待機児童の発生状況などから、フルタイ

ムの就労世帯の保育需要が見込まれる、そういっ

た地域につきましては認証保育所、また待機児童

の発生状況などから、低年齢児の保育需要が見込

まれる地域については家庭福祉員の整備を進めて

まいります。 

 それから、求職中、短時間就労世帯の低年齢児

の保育需要が見込まれる地域につきましては、小

規模保育室を設置してきたという方針で施設整備

の検討をしてございます。 

 これに基づきまして、４番になりますが、年度

別の整備計画を立ててございます。２５年、

２６年、この２年間をあわせまして、既存園の定

員増も含めて、１，０００名の定員を整備すると

いう計画を立てました。フルタイム世帯をお預か

りするということを最優先に、認証保育所、小規

模保育室、家庭福祉員の増員などを図りまして、

足立区全体でバランスのよい施設整備を進めたい

というふうに考えております。 

 以下、（１）、（２）にそれぞれ年度の整備数、

また（２）で年度の各サービスごとの整備の数字

を記載させていただいております。後ほど、ごら

んいただければというふうに思います。 

 今後の方針でございますが、年度別整備計画に

基づきまして、開設年度に開設できるように、進

捗管理につきましては、しっかりとやってまいり



 5

たいというふうに考えております。 

 簡単ではございますが、私からは以上でござい

ます。 

○委員長  ありがとうございました。報告事項、最

後になりますが、４、足立区生涯学習関連施設指

定管理者業務評価結果について、この件は松野地

域文化課長から、お願いいたします。 

○地域文化課長  足立区生涯学習関連施設指定管理

者業務評価結果のご報告でございます。こちらの

報告につきましては、別冊で資料をつけておりま

して、５ミリぐらいの厚さになっておりますが、

透明の資料というものをおつけしておりますので、

そちらもあわせてご用意いただければと思います。 

 内容につきましては、１９ページでございます。 

 この業務評価の目的でございますが、指定管理

者の業務を適正に点検、評価することにより、利

用者のサービスの向上と施設管理水準の維持向上

に寄与するものとしております。 

 業務評価につきましては、指定管理事業者のセ

ルフチェック、それから区の職員が行う日常点検、

訪問調査、それから利用者の方のアンケートに基

づいて行っております。これを評価委員会にかけ

るという形で評価委員さんに見ていただいている

という流れで行っているものです。 

 資料のほうも、ごらんいただければと思います。

評価の委員につきましては、資料の表紙をおめく

りいただいた内側のページのほうに評価委員の名

簿をつけさせていただいております。 

 また、具体的な調査結果でございますが、年度

別一覧表になっておりますので、そちらのほうを

確認いただきたいと思います。横版になっており

ますが、こちらのほうをみていただきますと、Ａ

プラス、それからＡという評価がほとんどでござ

います。半分ぐらいが去年よりも評価が上がって

いるという状況でございます。大きな問題がある

ところはございませんでした。これらの評価結果

につきましては、足立区のホームページ等々で、

今後公表していく予定でございます。 

 私からは以上です。 

○委員長  ありがとうございました。各関係所管か

ら報告事項１から４ありましたが、この件につい

て各委員からご質問、ご意見がありましたら、ご

発言をお願いいたします。いかがでしょうか。 

 花岡委員。 

○花岡委員  １３ページの適正規模・適正配置の進

捗状況についてですが、（２）の説明会での主な

意見等、鹿浜地区、江北地区で意見が出ています

が、どのように話をされているのか。要するに、

どう答弁しているのか、教えていただければと思

います。 

 学校適正配置担当課長。 

○学校適正配置担当課長  全ての項目についてとい

うことでしょうか。 

○花岡委員  鹿浜地区の１年半で間に合うかについ

て、それから教育委員会の考えを明確にのところ、

それから標準服、それから鹿浜の２つ目のところ、

それから３つ目の件について、特に教えていただ

ければと思います。 

○学校適正配置担当課長  まず、鹿浜地区の統合に

ついて１年半というのは、鹿浜小学校と上沼田小

学校の統合予定が平成２７年度の４月を予定して

おりまして、保護者の皆様、開かれた学校づくり

協議会の皆様も期間的にかなり厳しいのではない

かというご意見をいただいたところでございます。

こちらについては、先ほども補足で説明させてい

ただきましたが、統合地域協議会のほうを早急に

立ち上げて、何とか２７年４月に間に合うような

協議を重ねていきたいということで、ご説明さし

あげまして、皆様もご了解をいただいているとい

うような状況でございます。 

 統合の手続について考えを明確にしてほしいと

いうことでご質問をいただいた点につきましては、
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先ほど繰り返しになりますが、内容については、

統合地域協議会の中で再度決めたいということで

お話をさせていただきました。あさって、準備会

のほうを開催する予定ですが、その中でこういっ

たスケジュールですということをお伝えする予定

をしております。 

 ３点目の中学校の標準服は、公費補助ができる

ならお願いしたいというようなご意見がありまし

た。これについては現在、教育委員会では、統合

でいうと平成２８年度鹿浜地区の鹿浜中学校と第

八中学校を統合するのですが、現在、来年度そし

て再来年度入るお子さんがちょうど３年生、２年

生のときに統合年度を迎えるということがありま

して、標準服のほうが、要は新しい１年生と２年

生、３年生の服が違ってしまう。それに関して、

公費補助で全体をあわせるような１年から３年ま

で同じ標準服をそろえてほしいというようなご意

見でございました。現在、区の教育委員会としま

しては、予算的に厳しいという部分がありますの

で、なかなかそれに対応するのは難しいという答

えをさせていただいて、これについても例えば

２６年度から入学なさる中学生、１年生の制服か

ら比較的近いような、両校の標準服が比較的近い

ようなデザインにできないか等を統合地域協議会

の中で検討できないかということを、お話をさせ

ていただいたところでございます。 

○花岡委員  よろしいですか。江北地区、これも全

体的に。 

○学校適正配置担当課長  すみません。漏れて申し

訳ございませんでした。江北地区の２つ目の学校

選択制度がある以上、居住人数が少ないから統合

しますと言われても納得できないという点につき

ましては、これは高野小学校の保護者の方が一番

多かったご意見でございます。居住人数が高野小、

比較的少ない割に、実際に通っている方が学区域

外から通っている方が多くいらっしゃるというこ

とで、高野小学校全体としては、かなり子どもた

ちを入学するということで、努力していただいて

いるという部分があるというのは、私どもも大変

感謝しているという部分でございますということ

で、お話させていただきましたが、学校選択制度

というのは、基本的に居住人数の中で、学区域で

余力がある場合の特例ということで、学校選択制

度を考えております。そういうことでご説明をさ

せていただいたところでございます。 

○委員長  花岡委員、いかがでしょうか。 

 学校教育部長。 

○学校教育部長  申し訳ございません。若干の補足

でございますが、鹿浜地区の標準服についてとい

うことで、今、担当課長が財政的なものからとい

うようなご答弁を申し上げたところなのですが、

この標準服については、花岡委員もご存じのよう

に、千住地域での統合の際、標準服を教育委員会

が購入したという事例が一度ございましたが、そ

の後やはり標準服について公費で支出するのはい

かがなものかというような議会のご意見等もござ

いまして、現在では標準服については、公費で支

出するという考えはないということで、議会にも

答弁申し上げているところでございます。 

○委員長  ありがとうございました。せっかくです

ので、今適正配置の進捗状況について意見が出て

いますので、これに関係して質問はございますか。 

 桑原委員、どうぞ。 

○桑原委員  江北地区なのですが、江北地区の学校

の場所についてのご意見が多かったのかなと私は

捉えていまして、１つ目と３つ目と５つ目です。

どちらかというと、江北、日暮里・舎人ライナー

の江北駅のそばに学校があったほうがいいのかな

というようなふうに読み取ってしまったのですが、

一番上が小学校か中学校かよくわからないのです

が、都営住宅は江北駅のそばにもございますので、

そのあたりはどうかなと勝手に思っています。 
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 それと、３つ目が江北駅のあたりに近ければ、

学区域内の子どもたちも来やすいのかなと、江北

中学校の側だと結構バスになってしまって、そこ

から徒歩というようなことになってしまうのかな。

江北駅ですと、日暮里・舎人ライナーも利用でき

ますし、はるかぜのバスの便もあります。東武バ

スも通っています。広さの問題なのですが、こう

いったことを考えると駅の近くの広いところを区

として用意できないのかどうか、というようなこ

とだったのではないのかなと思います。その辺は

いかがでしょうか。 

○委員長  学校適正配置担当課長。 

○学校適正配置担当課長  江北地区の１つ目の中ほ

どの点がございます。都営住宅建てかえによる空

地の活用、これは上沼田都住という都営住宅が今、

建 て か え が あ り ま し て 、 そ の 空 地 が 約 ３ 万

７，０００平米ほど空くというようなお話がござ

いました。２月、３月の時点で地域の方から、こ

こに小学校あるいは中学校の統合校ができないか

というようなお話もいただきました。基本的には、

ここが東京都住宅局の土地ということで、区の学

校の用地としての活用は難しいということで、判

断させていただいたところでございます。同様に、

説明会の中では、この内容について再度ご説明を

させていただいたところでございます。 

 ３つ目の学区域外から通学している子どもたち

のことも考えてほしいというのは、特に高野小の

ときにご意見をいただきました。先ほどのご答弁

と繰り返しになってしまうのですが、基本的には

学区域の中のお子さんの人数によって学校の適正

規模・適正配置を考えているところでございます

ので、どうしても高野小の学区域についてはお子

さんが少なめであるというようなことについては、

説明の中でご理解いただきたいというふうにお話

をさせていただきました。 

 また５つ目のところですが、高野小学校と江北

小学校、高野小学校が約１万３，０００平米、江

北小が一方８，１００平米というところで、かな

り広さに差がございまして、意見の中ではやはり

広い高野小学校のほうが最終的な統合校にはいい

のではないかというようなお話を多数いただきま

した。ただ、私どもといたしましては、通学距離

をまずベースで考えて、通学距離が高野小よりも

江北小のほうがカバー率が高いというのが実はご

ざいまして、最終的な判断として６年間お子さん

たちが通うということを一番念頭に置いた中で、

江北小の敷地に統合新校を建てさせていただくと

いうような実施計画をつくらせていただいたとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長  桑原委員、いかがでしょうか。 

 なければ、ほかの報告事項に質問、ご意見がご

ざいましたら。 

 小川清美委員、どうぞ。 

○小川委員  待機児童解消アクションプランが改定

されました。そして今、ご報告があったんですが、

１６ページの解決すべき課題の５ですが、認可保

育園以外の保育サービスの認知度が３４％の方が、

あまり知らないと答えている。この対策をどう考

えていらっしゃるかということ。これは、実は

２６年度までの２年間で１，０００名プラスの定

員を考えている予定というか、してらっしゃるわ

けですが、実は平成２７年から今度、保育所がも

っと足りなくなるだろうと、今、子ども子育て新

システムで、平成２７年から動き出しますが、

８％消費税も上がるということを安倍さんはおっ

しゃったし、保育所に入れる人が今よりも、もっ

とうんと条件が広くなりますので、そこのあたり

で１，０００名の２６年までで、ここでプラスし

たとしても、恐らく２７年からは、これではとて

も足りないと予測ができるわけですが、そのあた

りについても対策とともに何かお考えのことがあ
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りましたら、教えてください。 

○委員長  質問２点よろしいでしょうか。 

 保育課長。 

○保育課長  ２点目のＰＲの関係でございますがも、

昨年もそうでございますが、本年度も認可保育園

以外の保育施設のＰＲパンフレットを作成してお

りまして、そういったものを区民の集う場所です

とか、駅のスタンドなどを使いまして、ＰＲに努

めているところでございます。 

 それに加えまして、今年度から子育てサロンの

出張相談というのを、実施中でございます。実際

に、待つではなくて、こちらから出向いて行って、

保護者の方々のご相談にのっていく。認可だけで

なく認可外保育施設のＰＲもあわせてやる中で、

恒常的に合った保育サービスをご選択いただける

ということで、そういった出張相談も実施してお

ります。こういったことをあわせまして、しっか

りと認可外の保育施設につきましても、ご利用い

ただけるようにしていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 それから２点目の新制度になったときのことは

どう考えているのかというところでございますが、

実際保育の施設だけでは恐らく対応できないとい

うふうに思います。新制度の中でも幼稚園、認定

こども園も含めまして制度化、新制度という形で

実際やっていくわけでございますので、足立区の

場合、私立幼稚園かなりございますし、そういっ

た保育と幼稚園のそれぞれの定員等を、それから

機能等をあわせた中で、しっかりとお子さまたち

をお預かりし、総合的な対応ということを、今後

は考えていくべきだというふうに思っています。

今までの保育に限って、こういったアクションプ

ランをつくっておりますが、新制度以降は、もう

少し広い視野の中で、子どもさんを預かっていく

ということも考えるべきだというふうに思ってお

ります。 

○委員長  ありがとうございました。小川清美委員、

よろしいですか。 

○小川委員  それは、２６年から始める予定はあり

ますか。 

○委員長  保育課長。 

○保育課長  要点につきましては、既に担当課から

幼稚園の経営者の皆様のほうに、働きかけをさせ

ていただいております。できるだけ一緒に、新制

度を進めていくということでお願いをしていると

ころでございます。 

○委員長  よろしいですか。ありがとうございまし

た。ほかに。 

○子ども家庭課長  幼稚園の担当としましては、長

時間、長期間の預かり保育の充実というのが一番

ネックになっていると考えております。そこで、

今年度から夏休みの預かり保育の支援ということ

を導入してまいりましたが、徐々にではございま

すが、幼稚園が認可外の施設と連携をしながら、

保育の対応ができるような体制を整えてまいりた

いと思っています。 

 以上です。 

○委員長  ありがとうございました。ほかにいかが

でしょうか。 

 ほかの報告事項についても質問、ご意見を伺い

たいと思いますがも、いかがでしょうか。 

 桑原委員。 

○桑原委員  ３番のその他報告資料になるのですが、

２４ページにギャラクシティの上半期の利用状況

というのがございまして、多分今までよりもたく

さんの方が利用されているのだなというふうに拝

見していました。その利用者の数字で構いません

ので、区内が多いとは思うのですが、区外の方も

この中にいらっしゃると思うのです。区外も増え

たらどうかということも、知りたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 

○委員長  青少年課長。 
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○青少年課長  今、委員からご指摘がありました区

内、区外ということでございますが、合計、今延

べで９０万人来ていますが、全員アンケートを取

っているわけではございませんが、今アンケート

を取っている中では、平日は大体区内、６割、

７割の方が区内から来ているという状況でござい

ます。逆に、休日は区内３割、４割で、区外から

来ている方のほうが多くなっているというような、

アンケートでは、そういう状況が出ているところ

でございます。 

○委員長  桑原委員、それでよろしいですか。 

○桑原委員  はい。 

○委員長  ほかに、いかがですか。 

 花岡委員。 

○花岡委員  資料の１９ページ、指定管理者の業務

評価結果というところの４番、評価結果で１３施

設がＡ評価以上となっており、全体的に良好であ

ったということで、個別の資料をいただいた

５３ページです。１社だけですか。Ｂ評価になっ

ているのですが、この中で５番目の図書館運営、

自己評価は４８、それから評価委員の得点が

３８と大きな差があるんですが、これはその次の

ページに書いてありますが、指摘事項が書いてあ

りますが、今はどうなっているのか。その辺の点

検はされているのかどうか。お聞きしたいのです

が。 

○委員長  地域文化課長。 

○地域文化課長  最新の情報は申し訳ありませんが、

中央図書館長が担当しているところでございます

が、私のほうから聞いていることを申し上げます

と、図書館の指導というのは、専門の者が巡回し

て行っているというところでございますので、特

に基本事項などを守られていない場合には、厳し

く徹底を促しているということでございますので、

現在大きく問題になっているものはないというふ

うに聞いております。 

○委員長  よろしいですか。ほかに、いかがでしょ

うか。 

○花岡委員  ２２ページ、これは、その他のコン

クール資料になると思うのですが、おいしい給食

メニューコンクールの応募状況について、２の応

募状況、小学校、中学校とありますが、応募作品

数は出ているのですが、何校から応募されている

のかわかれば教えていただけますか。 

○委員長  おいしい給食担当課長。 

○おいしい給食担当課長  小学校、中学校とも全校

から、小学校は７０校、中学校３７校から応募が

あります。 

○委員長  花岡委員、よろしいですね。 

○花岡委員  はい、わかりました。 

○委員長  ほかにいかがでしょうか。 

（なし） 

 ないようでしたたら、報告事項の審議、意見の

受け付けをこれで終了いたしたいと思います。 

 それでは、以上もちまして、第１０回足立区教

育委員会定例会を閉会いたします。 

午後４時閉会 



平成２５年第

足立区教育委

０回

会定例

１

員 会

時
場

日
会 平成２５年１０月７日月曜日午後３時００分開議

足立区教育委員会室

１議事日程 頁

日程第１第５４号議案足立区立校外施設指定管理者の指定の進達について…別紙１

日程第２第５５号議案足立区生涯学習センターの指定管理者の指定の進達について…別紙４

日程第３第５６号議案足立区地域学習センターの指定管理者の指定の進達について…別紙５

日程第４第５７号議案足立区立図書館の指定管理者の指定の進達について…別紙６

日程第５第５８号議案足立区地域保健福祉推進協議会｢子ども支援専門部会｣の特別…別紙
部会員の決定１０

２報告事項

①足立区立小・中学校の適正規模・適正配置の進捗状況について

《絵野沢学校適正配置担当課長》…１３

②学校事故報告について(平成２５年９月分）《宮澤教育指導室長》…１４

③足立区待機児童解消アクションプランの改定について《鳥山保育計画課長》…１６

④足立区生涯学習関連施設指定管理者業務評価結果(評価対象:平成２４年度）に

ついて 《松野地域文化課長》…１９

３その他報告資料

①足立区育英資金の緊急募集応募結果及び予約募集（通常募集）実施について［学務課]…２０

②私立高等学校等入学資金融資あっせんの実施について ［学務課]…２１

③おいしい給食メニューコンクールの応募状況について ［おいしい給食担当課]…２２

④平成２６年度用務業務新規委託校について ［教職員課]…２３

⑤ギャラクシテイの上半期利用状況について ［青少年課]…２４

⑥行事実施結果・行事実施予定 ［青少年課]…２５

⑦児童虐待防止推進月間の事業実施について ［こども支援センターげんき]…２７

⑧行事実施結果・実施予定 ［生涯学習振興公社]…２８

⑨生涯学習施設新予約システムの運用開始について ［地域文化課]…３１

⑩生涯学習情報提供方法の変更と「あだち学び情報館まなボー☆」の終了について

［地域文化課]…３３



告教育委員会報

平成２５年１０月７日

1３

件名 足立区立小・中学校の適正規模・適正配置の進捗状況について

所管部課名 学校教育部学校適正配置担当課

内容

１鹿浜地区および江北地区の実施計画（案)について

平成25年８月に策定した、鹿浜地区および江北地区の「適正規模・適正配置実施

計画（案）」について、地域、「開かれた学校づくり協議会」および保護者に対して
説明会を実施した。

（１）説明会の日程

（２）説明会での主な意見等

①鹿浜地区

･統合については反対ではないが､１年半で間に合うか心配だ。

･統合の手続きについて、教育委員会の考えを明確にしてほしい。
● 中学校の標準服は、公費補助ができるならお願いしたい。

･通学路の安全を考えてほしい。

.「統合地域協議会」の日程を組んでほしい。

･跡地利用はどうなるのか。

②江北地区

・学校用地として、都営住宅建替えによる空地の活用を、再検討できないか。

･学校選択制度がある以上､学区域内の居住人数が少ないから統合しますと言
われても納得できない。

･学区域外から通学している子どもたちのことも考えてほしい。

~特別支援学級の通学について考えてほしい。

･統合枝を、高野小学校より面積の狭い江北小学校とする計画だが、江北小学
校に隣接する土地を買い増すことはあるのか。

･避難所はどうなるのか。

日にち 説明および意見交換の機会等

8/２９，９/３ ○町会長・自治会長会議への説明（江北地区、鹿浜地区）

9/4～9/1８ ○開かれた学校づくり協議会への説明

高野小・江北小・上沼田中・江北中学校．

上沼田小・鹿浜小・鹿浜中・第八中学校

9/19～10/２ ○保護者への説明

高野小・江北小・上沼田中・江北中学校

上沼田小・鹿浜小・鹿浜中・第八中学校

今後の方針

･学校の適正規模・適正配置は、保護者や地域の理解と協力ｶﾐ最も重要でるため、今
後も丁寧かつ分かりやすい説明を行っていく。

･平成26年度入学者に対しては、１０月開催予定の学校公開において説明を行う予定
である。



教育委員 会 報 告

玉１０Ｈ７Ｅ

1ム

平成２５年１０月７日

件．名 学校事故報告について（平成２５年度９月分）

所管部課名 学校教育部教育指導室

内容

１学校事故状況

管理下１件（中学校１件）

管理外１件（小学校１件）

合計２件，

２事故内容

(1)交通事故

曲がってきたライトバンの左ドアに左腕と自転車が接触、右側に転倒、
右腕打撲。（小学校管理外）

(2)休憩時間、放課後、登・下校時、部活動等の事故

夏季休業中、野球部の練習中に熱中症の症状を発症、応急手当等のあ
と休息。回復したため再び練習に参加したが、解散後に再度発症。

３各学校への事故防止の指導

(1)交通事故防止について

(中学校管理下）

学校管理（内・外）を含めた事故発生状況を踏まえ、児童・生徒に正し
い交通マナー等の具体的な指導を行うとともに、
し、交通事故の未然防止に努める。

(2)部活動における事故防止について

家庭等へ注意喚起を促

部活動における事故防止は､事前の健康観察を十分に行うとともに､天
侯・気温・活動内容６場所等の状況により、無理に活動せず自粛､延期
場所の変更、水分補給や休憩を励行させ、適切な対策を講じる。

、

今後の方針

交通安全指導の充実について

自転車交通安全利用ＤＶＤ等の活用について周知し、交通ルールの遵守

と正しい交通マナーへの意識を高め、交通事故防止に努める～



●●

平成２５年度９月分（児童・生徒）教育指導室写－１交菖三二古』て>l犬iZ兄

幼稚園小学校中学校小学校中学校

(施設）

1５

内 訳
管理下

幼稚園 小学校 中学校

管理外

小学校 中学校
合計

交通事故
自転車・バイク

歩行者・ｷｯｸポート
今

●

１ １

,授業中の傷害打撲等の

事故

骨折ｐ脱臼・捻挫

裂傷・打撲・暴行

火傷・熱傷

歯目鼻耳等の損傷

発症２発作・火傷

休憩時間・放課後・登

下校時の傷害打撲等の

事故（学校行事含む）

骨折・脱臼・捻挫

裂傷・打撲・暴行

歯目鼻耳等の損傷

発症・発作・火傷 １ １

教師の指導上による傷

害・打撲等の事故

骨折・脱臼・捻挫

歯目鼻耳等の損傷

暴力・暴行傷害事件

家出・外泊・行方不明

窃盗・万引き・恐喝

対教師暴力

火災・火傷・火遊び

その他・地域での怪我

死亡
病死

事故死

合計 １ １ ２

区分 幼稚園 小学校 中学校 内容

窓ガラス及び施設破損

不法侵入・盗難

その他

合計 ０ ０ ０ ０
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平成２５年１０月７日

件．名 足立区待機児童解消アクションプランの改定1こついて
●

q」

所管部課名 子ども家庭部保育計画課

◆
註

容内

平成２４年８月に改定版を策定した「足立区待機児童解消アクションプラ

ン」について、本年４月の各地域における待機児童の状況や保育需要等の分析

結果をもとに改定したので報告する。

●

１解決すべき課題

分析の結果、次の課題が明らかとなった。

（１）フルタイム就労世帯の待機児童は５７名（対前年度比で１１名の減）と

なったものの依然として解消されていない。

（２）平成２５年４月１日時点で、足立区全体での受入可能数（空き定員数）

は４４４名で､前年度に比べて１１１名減少しているが、待機児童数を上

回っていた。
(．

（３）近年大規模開発されている地域の保育需要は､･１５～１６％程度まで伸

びている。（大規模開発が行われている地域は、これまで開発規模(戸数）

の１０％程度で推移していた。）

（４）日暮里・舎人ライナー沿線、つくばエクスプレス沿線、土地区画整理事

業により街の整備が進んでいる地域では▼保育需要が伸びる傾向がある。

（５）待機児童実態調査結果では、認可保育園しか申し込んでいない保護者の

認可保育園以外の保育サービスの認知度を見ると、３４％が「あまり知ら

ない」と答えている。

２保育需要の動向

保育需要は、対象年齢人口の増減にかかわらず増加傾向にあり、これまで

の推移から、保育需要率は、平成２７年４月で０歳から５歳児全体で３８％

程度まで増加していくと見込まれる。

％

４１．０

38.0

３５．０

３２０

２９．０

２６．０

23.0

２０．０

保育需要率の今後の見込み
(各年４月１日現在）

16年１７年１８年１９年２０年２１年２２年２３年２４年２５年２６年２７年



1７

３施設整備等の基本的な考え方

各地域における待機児童の発生状況や保育需要の状況に応じて、概ね以下

の考え方に基づき、施設整備等を検討した。

４年度別整備計画

口へ

平成２５年度以降の施設整備等については、各地域における保育需要等0，

分析結果をもとに、平成２５年度、平成２６年度の２年間で既存園の定員隼

員を含めて、１ ， ０００名の定員を整備する。フルタイム就労世帯を最優先

に認可保育園や東京都認証保育所、小規模保育室の設置、家庭福祉員の増員

を図り、区全体でバランスのよい施設整備を進める。

◆保育施設等の新規整備による定員増員（８９３名）

◆既存施設の増改築等による定員増員（１０７名見込み）

（１）施設整備に伴う定員数の推移

※（）は､昨年度のアクションﾌﾟﾗﾝ整備予定定員数を表示。
●●

（２）施設種別ごとの年度別整備計画

7年度当初

Ｈ23度～H26度
定員整備予定数
合計（人）

1,987(1,827）

1,157(1,069）

830（758）

地域における保育需要の状況 保育施設(種類）

大規模開発、沿線開発等により全年齢にわたり相当多数の保育需要が
集中している地域

認可保育園

待機児童の発生状況などから、フルタイム就労世帯の保育需要が見込
まれる地域

圏証保育所

待機児童の発生状況などから、低年齢児の保育需要が見込まれる地域 家庭福祉員

待機児童の発生状況などから、求職中・短時間就労世帯の低年齢児の
保育需要が見込まれる地域

小規模保育室

年齢
区分

平成23年度

4/1現在
定負数
合計(人） 増数

よる

(人）

平成24年度

4/1現在
定負数
合計(人）

等に
(人）

平成25年度

4/1現在
定員数
合計(人）

子

平成26年度

子

O～5歳 10,738 678 11,416 416（591） 110832 315（315） 578（243） 12725

0～2歳 4,690 489 5,179 258（319） 5A3７ 154（153） 256（108） 5,847

3～5歳 6,048 189 6,237 158（272） 6,395 161（162） 322（135） 6,878

平成25年
４月１日現在

年齢
区分

定員数
(人）

平成25年度傘》ｗ 内.容

平成26年度鍬識仰 内容

平成27年度当初

定負数
合計(人）

I巳4.592在
との比枚

認可保育園

O～5歳

O～2歳

3～5歳

9,069

3,335

5,734

6０

2７

3３

新規1園
･干住大橋駅周辺(60名）

358

112

246

新規4園
､東ISi瀬j也域(103名）
･梅田地域(85名）
-8ﾌﾟﾛｯｸｰ保塚･六町地
域(85名）
・西新井第三団地(85名）

9,487

3,474

6,013

４１８

139

279

東京都
認証保育所

0～5歳

O～2歳

3～5歳

1．１９２

1,035

157

4０

3２

８

新規1所
･扇地域(40名）

8０

6４

1６

新規2所
･綾瀬地域(40名）
･青井地域(40名）

1.312

1，１３１

1８１

120

９６

2４



1８

平成25年
４月１日現在

年齢
区分

定員数
(人）

平成25年度率識叩 内容

平成26年度率》ｗ 内容

平成27年度当初

定員数
合叶(人）

H24.5目u在
との比紋

家庭福祉員

0～5蟻

O～2歳

3～5歳

464

464

0

3０

3０

0

家庭福祉員15名

3０

3０

０

家庭福祉員15名

524

524

0

6０

6０

０

小規模保育室

0～5蟻

O～2歳

3～5鰻

295

295

０

4５

4５

0

新規3章
･8ﾌﾟﾛｯｸｰ保塚･六町地
域(15名）
･9ﾌﾟﾛｯｸｰ花畑･保木間
地域(15名）
･12ﾌﾟﾛｯｸｰ鹿浜地域
(15名）

3０

3０

0

新規2童

370

370

０

7５

7５

０

(私立）
認定こども園

O～5歳

0～2歳

3～5嵐

－３５３

7６

277

8０

2０

6０

2園

8０

2０

6０

2園

513

'１１６

397

160

4０

120

(公立）
認定こども園

0～5韻

O～2歳

3~5鎖

270

8４

186

0

0

0

￣

0

0

、0

270

8４

186

０

0

・０

区独自の
公設保育園

O～5歳

0～2歳

3～5歳

8９

4８

4１

6０

0

6０

新規1園(7/1閲股）
(新田三丁目なかよし保
育園）

0

0

0

｡

￣

149

4８

101

6０

0

6０

子育て応援隊

O～5歳

O～2歳

3～5歳

100

100

０

0

０

0

￣

0

0

0

100

100

０

0

０

0

今後の方針

年度別整備計画に基づき、事業者選定や施設整備、東京都への設置申請手続

きなど、各施設の進捗管理の徹底を行うことで、着実な定員数の確保を図り、

増加する保育需要に対応していく。



青教 告委員 会 報

平成２５年１０月７日

1０
１ノ

件名
足立区生涯学習関連施設指定管理者業務評価結果（評価対象：平成２４年度）

について

所管部課名 地域のちから推進部地域文化課・中央図書館

内容

生涯学習関連施設（１４学習施設）指定管理者の業務評価（評価対象ご平

成２４年度）を行ったので、下記のとおり報告する。

１業務評価の目的

記

指定管理者の業務を適正に点検・評価することにより、利用者サービスの

向上と施設管理水準の維持向上に寄与する。

２業務評価の方法

（１）３つの視点に基づいて評価シートを作成

①指定管理者自身が行う自己評価（セルフチェック）

②区職員が行う日常点検、訪問調査等

③利用者アンケートによる施設運営に対する利用者の評価

（２）生涯学習関連施設指定管理者評価委員会（以下「評価委員会」とい

う）による評価を実施

（３）評価専門委員の意見を反映させ、最終的な総合評価を決定

３評価委員会の構成

評価専門委員（外部学識経験者３名）

評価委員（区職員５名）

４評価結果

１３施設がＡ評価以上となっており、全体的に良好であった。

(別添「平成２５年度足立区生涯学習関連施設指定管理者業務評価資
料」参照）

※別添資料には学習施設（１４施設）の他に、同時に実施したスポー

ツ施設（５施設）及び文化施設（１施設）の評価の結果についても参

考として添付してある。

５公表

方法足立区ホームページ

日程平成２５年１１月中旬を予定

内容各施設の「総合評価」及び「項目別評価表」

今後の方針
業務評価結果を指定管理者に通知し、指定管理業務の適正な執行と施設運営

の向上を促す。



教育委 員会 情報連絡

戒２５年１０月７巴

■

2０

平成２５年１０月７日

件名 足立区育英資金の緊急募集応募結果及び予約募集（通常募集）実施について

所管部課名 学校教育部．学務課

容内

１平成２５年度緊急募集の応募結果について

（１）募集期間平成２５年５月２４日～７月１２日

（２）募集人数

高校生通常枠２０名程度特例枠（学校長特別推薦）２名程度

大学生通常枠２０名程度

（３）応募・貸付人数０名

【参考】※平成２４年度緊急募集の応募実績

応募・貸付人数２名 (内訳）大学生等２名

２平成２６年度予約募集（通常募集）について

（１）募集期間平成２５年１０月１日～１１月２９日

（２）募集人数

高校生通常枠５０名程度特例枠（学校長特別推薦）５名程度

大学生通常枠５０名程度特例枠（学校長特別推薦）５名程度

（３）貸付期間と金額

平成２６年４月から最短修業期間

（４）選考方法等

書類及び面接選考のうえ、足立区育英資金貸付審議会を経て区長決

定する。（貸付審議会平成２６年２月上旬開催予定）

（５）その他案内書別紙のとおり

修学資金（月額） 入学資金

高校生（公立） １３ ， ０００円 ７０，０００円

(私立） ３０ ， ０００円 １５０，０００円

大学生（公立） ３５ ， ０００円 ２００，０００円

(私立） ４５ ， ０００円 ３００，０００円.

今後の方針

【周知方法】

・あだち広報（１０／１０号）及びホームページ掲載
● お知らせチラシを足立区立中学校３年生全員に配布

・区民事務所、福祉事務所にて募集案内配布､'ポスター掲示
● 近隣高校及び区内大学へ募集案内等配布、ポスター掲示



教育委員会情報連絡

平成２５年１０月７日

2１

件名 私立高等学校等入学資金融資あっせんの実施について

所管部課名 学校教育部学務課

内容

私立高等学校・高等専門学校等へ入学する生徒の保護者に対し、入学資金等の

融資あっせんを行う。

１融資の内容と条件

（１）融資金額１万円を単位として１０万円以上５０万円以下の金額

（２）利息年１．８パーセント

（３）償還期間等 融資を受けた翌月から３年以内、

元金均等月賦償還または元利均等月賦償還

（４）保証料金融機関に支払う保証料は区負担（保証人不要）

（５）取扱金融機関一足立成和信用金庫、東京スマイル農業協同組合

２受付期間

(いずれも足立区内の各店舗）

平成２５年１１月１日～平成２６年２月２８日

３申し込み資格

(1)私立高等学校もしくは私立高等専門学校、又は大学入試資格の得られる私立

の専修学校高等課程進学予定者と同居している保護者

（２）足立区に引き続き１年以上住所を有していること

（３）住民税を滞納していないこと

（４）勤続条件等

・安定継続した収入のあること（足立成和信用金庫に申し込む場合）

・現勤務先での勤続年数又は同一職種の営業年数が１年以上あること

(東京スマイル農業協同組合に申し込む場合）

（５）平成２４年中の収入が次の金額以下であること

・給与所得者支払給与の総額が１，０００万円以下

・事業所得者総所得金額等が ８００万円以下

（６）入学資金を一時に負担するのが困難であること

（７）借入金の償還能力が十分であること

※なお、以上の資格条件にあてはまる場合でも、取扱金融機関の貸付基準に

より融資を受けられない場合がある。

今後の方針

【周知方法】

・あだち広報（１０／２５号）及びホームページ掲載
●

●

お知らせチラシを足立区立中学校３年生全員に配布

区民事務所にてお知らせチラシ配布



教育委員会‘情報連絡

平成２５年１０月７日

2２

件名 おいしい給食メニューコンクールの応募状況について

所管部課名 学校教育部 おいしい給食担当課

●

内容

第５回「おいしい給食メニューコンクール」について、下記のとおり応募状

祝を報告する。

１ プーマ

記

いろいろ野菜のカラフル給食

～野菜もりもり、健康的な食事をとろう～

※中学生は給食一食分、小学生は給食の一品で募集

２応募状況

小学生：応募総数２，２３６作品（昨年度２，１２５作品）

上記のうち、各学校で選考した作品数３３６作品

中学生：応募総数２，４４６作品（昨年度１，６１１作品）

上記のうち、各学校で選考した作品数２８３作品．

３入賞者の選考

９月２０日開催の応募作品選考委員会で､各学校で選考した作品から､小.

中学生ともに入賞２０作品を決定した。（各賞は以下のとおり）

①足立区長賞１名

②足立区議会議長賞１名

③足立区教育委員会賞１名

④おいしい給食推進委員会賞２名

⑤足立区長特別賞５名

⑥優秀賞１０名

今後の方針

１０月２４日（木）午後３時３０分から庁舎ホールで表彰式を実施する。

また、１２月２日（月）から６日（金）に「足立オールおいしい給食ウイー

ク」として、小・中学校の受賞作品の中から旬のメニューを選択し、それぞれ

給食として提供する。



教育委員会情報連絡

平成２５年１０月７日

2３

件名 平成２６年度用務業務新規委託校について

所管部課名 学校教青部 教職員課

内容

業務系職員の退職不補充に伴いぃ平成１６年度から実施している区立小中学校

の用務業務委託について、平成２６年度は以下の２校で新規に委託を実施する。

１平成２６年度新規委託実施校

･小学校（２校）：梅島小学校・綾瀬小学校

･中学校（０校）：

【参考】平成２６年度区用務職員在籍校（１０校）

･小学校（６校）：千寿本町・千寿常東・関原・栗原．

花畑第一・保木間小学校

.中学校（４校）：第四。第十一・第十四・六月中学校

■

今後の方針 今後とも学校長､関係職員等の理解を得ながら､用務業務委託を推進していく。



教育委員 会 情報連絡

ＤＨ７Ｅ

、

■

｢Ｗ

ＥＬ「

平成２５年１０日７日

件名 ギヤラクシテイの上半期の利用状況について

所管部課名 子ども家庭部青少年課

内容

１利用者数
●

'｡

平成２５年４月１日にギヤラクシテイがリニューアルオープンし、６ケ月が

経過した。平成２５年度上半期の利用者状況を下記のとおり報告する。

※「体験エリア」利用者とは、プログラムを利用した延べ人数。

２夏休み期間中の主なイベント

（１）ハワイウィーク８月１日（木）～１１日（日）

単位：人

連携先の国立天文台ハワイ観測所があるハワイにちなみ、特別イベントとし

て行った。ハワイからの全天映像をプラネタリウムで公開するとともに、ハワ

イ'観測所とギヤラクシテイを結んだ生中継による講義をメイン企画として実

施。

期間中の利用者数は71,078名。

（２）夏フエスタ８月１７日（土）～１８日（日）

ギャラクシテイで活動する子どもたちやボランティアが、今までの活動の成

果を発表する場として、「チャレンジ」をテーマにイベントを開催。

２日間の利用者数は14,255名。

総利用者

こども未来創造館

体験エリア
まるちたい

けんドーム
貸室利用

西新井

文化ホール

４月 156,208 127,873 9,338 5,264 13,733

５月 146,425 116,359 8,321 6,503 15,242

６月 161,564 128,308 9,325 9,104 14,827

７月 155,615 127,337 11,262 8,309 9,707

￣

●

８月 193,657 158,899 16,351 7,499 10,908

９月 124,807 98,693 7,700 8,328 10,086

合計 938,276 757,469 62,297 45,007 73,503



行事実施結果

９月１日～９月２８日青少年課

主催別|参加者

2５

月日 行 事名 時間 会場 主催別 参加者

9/１（日） ジュニアリーダー宿泊キャンプ報告会 １０：００～１５：００ 区役所１３階大会議室 共済 79名

9/Ｉ（日） こどもみ－ていんぐ １３：３０～１６：３０ ギャラクシテイ 主催 40名

9/１（日） 青少年の居場所作り :３０～１７：３０ 保塚地域学習センター 主催 20名

9/１（日） 中高生の居場所作り １５：00～１８：００ 新田地域学習センター 主催 10名

9/４（水） 中高生の居場所作り １５：00～１８：００ 新田地域学習センター 主催 5名

9/４（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名

9/８（日） 中高生の居場所作り １５：00～１８：００ 新田地域学習センター 主催 10名

9/８（日） 計算フェスティバル ９：３０～１５：００ 庁舎ホール 共済 468名

9/８（日） あだち日曜教室 ９：３０～１７：00 ギャラクシテイ 共済 76名

9/1０（火） 中高生の居場所作り（映画作り） １５：００～１８：00 ギャラクシティ 主催 10名

9/1１（水） 中高生の居場所作り １５：00～１８：00 新田地域学習センター 主催 5名

9/1１（水） 中高生の居場所作り １５：00～１８：00 関三いこい広場 主催 5名

9/1５（日） 青少年の居場所作り １３：３０～１７：３０ 保塚地域学習センター 主催 20名

9/1５（日） 中高生の居場所作り １５：00～１８：00 新田地域学習センター 主催 10名

9/１６(祝） 親子体験キャンプ ９：３０～１６：00 舎人公園キャンプ場 共済
台風接近
のため中
止

9/1７（火） 指導者養成事業（紙芝居） １９：00～２１：00 ギャラクシティ 主催 10名

9/1８（水） 中高生の居場所作り １５：00～１８：00 新田地域学習センター 主催 5名

9/1８（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名

9/2２（日） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 10名

9/2８（士） 第十四回足立凧まつり １０：００～１６：00 荒川剛11敷（虹の広場） 共催 3400名



行？事実施予定
１０月１日～１０月３１日 青少年課

主催別|参

●

2６

月日 行事名 時間 会場 主催別 参加者

10/２（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 5名

10/２（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名

10/６（日） こどもみ－ていんぐ １３：３０～１６：３０ ギャラクシティ 主催 40名

10/６（日） 青少年の居場所作り １３：３０～１７：３０ 保塚地域学習センター 主催 １５名

10/６（日） 中高生の居場所作り １５：００～１８：00 新田地域学習センター 主催 １０名

10/８（火） 中高生の居場所作り（映画作り）. １５：００～１８：００ ギャラクシティ 主催 10名

10/９（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 5名

10/９（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名

10/1２（土）

～1３（日）
あだち日曜教室 ９：３０～１７：00 轄襄町地域学習センター 共催 50名

10/1３（日） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 １０名

10/1５（火） 指導者養成事業（紙芝居） １９：００～２１：００ ギャラクシティ 主催 10名

10/1６（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 5名

10/1６（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名

10/2０（日） 中高生の居場所作'り １５：００宍ﾐゴ １８：0０ 新田地域学習センター 主催 10名

10/2０（日） 青少年の居場所作り １３：３０～１７：３０ 保塚地域学習センター 主催 20名

10/2３（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：00 新田地域学習センター 主催 5名

10/2３（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：00 関三いこい広場 主催 5名

10/26(士）
キャンプの達人になろう
ＨｏｗＴｏキャンプ

１０:00～１６:００ 宮城ゆうゆう公園
少年キャンプ場 共催 20名

10/2７（日） 中高生の居場所作り １５：００～１８：00 新田地域学習センター 主催 １０名

10/3０（水） 中高生の居場所作り １５：００～１８：００ 新田地域学習センター 主催 5名

１０/3０（水） 中高生の居場所作り １５：00～１８：００ 関三いこい広場 主催 5名



情報連絡青 員会教 委

平成２５年１０月７日

２

件名 児童虐待防止推進月間の事業実施について

所管部課名 子ども家庭部こども支援センターげんき

内容

下記のとおり１１月の児童虐待防止推進月間の啓発事業を実施する。

【児童虐待防止推進月間事業一覧】

実施日時
歪

11/３（日）

午後１時～２時

11/２～１１/1３

(士）（水）

11/1０（日）

午後１時～3時

11/2１（木）

午前１０時～正午

12/１（日）

午後２時～４時

子育てなびフェスタ講演会

｢パパも子育てを楽しもう！

家族のハッピーバランスが子どもを育む」

講師：高祖常子氏

育児情報誌「ｍｉｋｕ」編集長

対象者：未就学児童の保護者定員７０名

申込み先：お問合せコールあだち（先着順）

会場：足立区役所南館１２階１２０５会議室

講演会

｢どならずに子育てしたい！と思いませんか？」

講師：渡邊直氏

千葉県中央児童相談所診断指導課長

対象者：未就学児童の保護者定員７０名

申込み先写こども支援センターげんき（先着順）

会場：こども支援センターげんき５階研修室３

養育家庭体験発表会

会場：こども支援センターげんき５階研修室３

事業名・内容

｢児童虐待防止オレンジリポンキャンペーンｉｎあだち2013」

北千住(東西）・綾瀬(東西）・西新井(東西）・竹ノ塚(東

西）･玉反野・梅島各駅頭及び､アリオ西新井とイオン西新

井店の店頭にて、東京未来大学・潤徳女子高等学校の学生

や足立区要保護児童対策地域協議会等の皆さんと一緒に児

童虐待予防のちらしとオレンジリボンを配布する。

養育家庭ＰＲパネル展示

会場：足立区役所アトリウム



別添

行事実施結果

９月１日～９月３０日

公益財団法人足立区生涯学習振興公社

2８

日時 行事名 時間 会場 主催別 参加人数

8/22.29

９/5.12(木）

コーディネーショントレーニング指導

者スキルアップ講習会～ビギナー編～
１９：00～２０：４５ 生涯学習センター 主催 延100名

､９/10（火）． ふれあい出前寄席 １４：００～１５：00 千住桜花苑 主催 50名

9/14(土）

あだちウエルネスカレッジVol､５

｢疲れにくいカラダづくり

～バランスを整える～」

１０：００～１２：３０ 生涯学習センター 主催 ４５名

9/19(木） あだち放課後子ども教室全体会 １０：００～１１：３０
竹の塚地域学習セン

ター
主催 216名

9/20(金） マイタウンコンサートｉｎ郷土博物館 １４：００～１５：００ 足立区郷士博物館 主催 124名

9/21(土）
歓喜の演V01.12合唱

喜歌劇「こうもり」
１５：００～１７：００ 西新井文化ホール 共催 720名



行事実施予定

１０月７日～１１月１３日

公益財団法人足立区生涯学習振興公社

､」

2９

日時 行事名 時間 会場 主催別 参加予定人数

10/７（月） 体験プログラム「ロープスキッピング」 １３：１０～１３：５０ 栗島小学校 主催 100名

10/14(月祝）
足立ジュニア吹奏楽団出張演奏

区民体育大会開会式ｽﾎﾟｰﾂｶｰﾆﾊﾞﾙ

９：００～１０：00

１１:００～11：３０

総合スポーツセンタ

￣

共催 1000名

10/１６(水） おりがみサポーターフォロー講習 １０：００～１１：３０ 生涯学習センター 主催 20名

10/21(月）
｡‘

28(月）

11/4(月）

ｕl(月）

ふれあい出前寄席企画リーダー会議 １３：４５～１４：３０ 伊興園 主催 10名

10/24(木）

放課後子ども教室スキルアップ研修

｢Ａコース子どもとの関わり方～子ど

もの心を感じて～」

１０：００～１１：３０
子ども支援センター

げんき
主催 90名

10/25(金） 第２５回あだちアートリンクカフェ １８：３０～２０：00
東京芸術センター

会議室
主催 20名

10/26(士）
読み語りのための

｢ボイストレーニング体験講座」
１０：００～１２：00 生涯学習センター 主催 60名

10/26(±）

27(日）
アウトリーチスキルアップ講座V０１．２ １０：００～１７：00 わたなべ音楽堂 主催 15名

10/28(月）

放課後子ども教室スキルアップ研修

｢Ａコース子どもとの関わり方～子ど

もの心を感じて～」

１０：00～１１：３０ 生涯学習センター 主催 70名



3０

10/31(木）

放課後子ども教室スキルアップ研修

｢Bコース応急手当～よくあるケガの

対応法～」

１０：００～１１：３０ ギャラクシティ 主催 80名

11/1(金） 放課後子ども教室新任安全管理講習会 １０：00～１１：３０
子ども支援センター

げんき
主催 30名

11/5.12.19

(火)．

東京未来大学連携講座くらしに役立

つ心理学シリーズvol､３

｢エイジングの心理学～サクセスフル

からワングフルな老いのために～」

１９：００～２１：00 生涯学習センター 主催 60名

11/6(水）

放課後子ども教室スキルアップ研修

｢Ｂコース応急手当～よくあるケガの

対応法～」

１０：００～１１：３０ 生涯学習センター 主催 70名

11/13.20

(水）

おりがみサポーターレベルアップ教

室
1０

●

● 00～１１：３０ 生涯学習センター 主催 24名



青 員会 情報連絡教 委

平成２５年１０月７日

b←

3１

件名 生涯学習施設新予約システムの運用開始について

所管部課名 地域のちから推進部地域文化課

内容

生涯学習施設及びスポーツ施設等の生涯学習施設新予約システム（以`下

｢新予約システム」という）について、下記のとおり、平成２６年１月よ

り新予約システムを運用開始するため報告する。

１経緯

記

施設予約は、屋内施設予約システム（地域学習センター・体育館等を

管理）と、屋外施設予約システム（庭球場・野球場等を管理）の２つの

システムで運用を行っており、運用経費が二重となっている他、窓口事

務も煩雑となっていた。このため、平成２１年４月の第二次足立区生涯

スポーツ振興計画及び平成２２年３月の電子自治体推進計画において、

手続きの簡素化と区民の利便性の向上を図るため、施設予約システムの

一元化を行うこととし、平成２５年度実施を目標とした。平成２２年度

より検討を開始し、今回運用を開始することとなった。

２運用開始

平成２６年１月受付分より

*平成２６年１月から３月は現行システムとの平行稼動を行う。

３事業者

(株）富士通システムズ・イースト

４新予約システムの対象業務

（１）生涯学習施設及びスポーツ施設の予約、支払

（２）生涯学習施設及びスポーツ施設で行なわれる各種講座の予約、
支払

（３）西新井文化ホールのイベントチケット販売

５新予約システムのメリット

（１）これまで屋外施設のみ可能であったネット予約（パソコンや

スマートフォン）を屋内施設に拡大する。ただし、セ闇ブンーイ

レブンのマルチコピー機で扱っていた屋外施設予約は終了する。

（２）支払可能なコンピニを、これまでのセブンーイレブンのみから
全国主要コンピニに拡大する。
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（３）生涯学習施設及びスポーツ施設で実施される講座、西新井文化

ホールのチケット販売もネット予約､コンピニ支払を可能とする。

６システム関連経費の見込み

運用経費は導入前と比較し１／３以下と見込んでいる。

＊システム関連経費の年度別比較

＊現行経費には生涯学習振興公社内部システム分を含む

＊契約後のものは契約額、その他は予定額で表記している

７生涯学習振興公社との委託契約終了について

屋内施設予約システムは、生涯学習振興公社に運用を委託していた

が、新予約システムの運用開始に伴い同公社との委託契約は終了する。

●●

年度 内容 金 額

平成２４年度 現行システムのみ １３０ ， ２９５千円

平成２５年度 開発経費及び現行･新予約ｼｽﾃﾑ ２１４ ， ６４９千円

平成２６年度 新予約ｼｽﾃﾑ及び１日撤去費など ５０ , ８０４千円

平成２７年度 新予約システムのみ ３５ ， ０８９千円

今後の方針

１各利用者･団体に対し各施設窓口で案内を行うとともに、あだち広報、

ホームページで区民周知を行いスムーズな移行に努めるｂ

２運用開始に向け、マニュアルを整備するとともに、窓口職員（指定管

理者）への研修を行い、業務習熟を図る゜

３庁内関連部署等への周知を図るとともに、現在、屋内施設予約システ

ムの運用を委託している生涯学習振興公社とも連絡を密にしながら移行

作業を進めていく。
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平成２５年１０月７日

件名 生涯学習情報提供方法の変更と「あだち学び情報館まなボー☆」の終了に
ついて

所管部課名
凸

地域のちから推進部地域文化課

内容

生涯学習施設新予約システムの運用開始に伴い、生涯学習情報の提供方

法を下記のとおり変更するため報告する。

１内容

２

記

これまで、生涯学習情報の提供については､生涯学習振興公社に運用

を委託しているＷＥＢページ｢あだち学び情報館まなボー☆」（以下｢ま

なボー☆」という）により行ってきた。

平成２６年１月より、生涯学習施設新予約システムの運用が開始され

ることに伴い､生涯学習情報の主要部分を占める生涯学習施設及びスポ

_ツ施設の講座・イベント情報の提供は、このシステムで行う。

また、生涯学習施設新予約システムに組み込めない生涯学習情報は、

区ホームページで提供していく。

これにより「主なボー☆」の運用を終了する。

｢まなボー☆」で提供している主な情報

（１）講座・イベント（２）指導者（３）サークル

（４）あだち学び応援隊Ｔ（５）生涯学習施設概要

※（１）講座・イベント情報のみ生涯学習施設新予約システムよ

り提供し、それ以外は区のホームページで提供していく．

３メリット

（１）生涯学習施設及びスポーツ施設の講座・イベントの情報提供と

同時に、従来できなかった屋内施設で行われる講座についてのネ

ツ ﾄ予約が可能となる。

（２）講座・イベント情報において、各所管が作成している区ホーム

ページ掲載分との二重掲載がなくなる。

（３）生涯学習振興公社への業務委託経費の節減となる。
※参考：２５年度当初予算額７，２０４千円

今後の方針

１平成２６年２月末を目途に｢まなボー☆｣からの情報提供を終了する。

２区民および庁内関連部署等への周知を図るとともに､移行にあたって

は、生涯学習振興公社とも連絡を密にしながら進めていく。
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